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複雑性尿路感染症 におけるT-1982の 臨床的検討

藤村宣夫 ・横関秀明・田中敏博

湯浅健司 ・黒川一男

徳島大学医学部泌尿器科学教室

科 研化学 株式会社 よ り新規 セファマィシン系抗生 物質T-1982の 提供 を受け,複 雑性尿路感染症

20例 に使用 した。

投 与方法は1日19ま たは29を 朝 夕2回 に分 け点滴 静注 し,投 与 日数は5日 間 とした。

総 合臨床 効果は,20例 中,著 効5例,有 効10例,無 効5例 で有効率は75%で あった。

細菌 学的効果は26株 中,陰 性 化21株(81%),存 続5株(19%)で 本剤投 与後に新たに出現 した菌

は,Psmdomonas maltopmia,Streptococcus faeoalisの 各1株 で あった。

副作用は1例 にS-GPT,2例 にS-GOT,S-GPTの 上昇がみ られた。

以上,複 雑性尿路感染症 にT-1982を 使用 した結果,本 剤の有効性,安 全性,有 用性が確認 され

た。

T-1982は 富山化 学工業(株)および科研化学(株)で共同開

発中の新規セフ ァマイシン系抗生物質 で,グ ラム陽性菌

お よび グラム陰性 桿菌 に対 して広範 囲の抗菌 スペ ク トラ

ムを有 し,β-lactamaseに 強 い抵抗性 を示 し,EnterobacTer

sp., Serratia marcescms, Protms sp., Eacteroidesに は従来

のセ フェム系抗生 物質 よ りすぐれ た抗 菌 力 を示 す1)た

め,近 年,院 内感染の起炎菌 として しば しば分離 され る

S.marcescmsに よる複雑性尿路感染症 に対 して,本 剤 の

有用性が期待 され る。

そ こでわれわれは,泌 尿器科領域 の複雑性尿路感染症

患者 に本剤 を使用 し,有 用性 と安 全 性 の 検 討 を 行 な っ

た。

T-1982の 化学構造式 はFig.1の とお りである。

1.投 与 対象 と投与方法

昭 和56年4月 よ り同年12月 まで徳島大学医学部附属病

院泌 尿器科 入院患者 の うち,尿 路に基 礎疾患 を有す る複

雑性 尿路感染症患者20例 を対象 とした。

疾患 の内訳 は,慢 性 腎孟腎炎10例,慢 性膀胱 炎8例,

前 立腺床 炎2例 であ り,性 別は男子14例,女 子6例 で,

年 齢は31歳 か ら76歳(平 均57歳)ま でで あった。

Fig. 1 Chemical structure of T-1982

投与方法は,9例 には1回0.5gを 朝夕2回(1日1

g投 与群),11例 には1回1gを 朝 夕2回(1日2g投

与群)点 滴静注 し,投 与期間 は5日 間 とした。

II.臨 床 効 果 判 定

総合臨床効果 はUTI薬 効評価基準(第 二版)に 準じて

判定 した2)。

III.成 績

慢性複雑性 腎孟腎炎(Table 1):10例 中,著 効2例,

有効6例,無 効2例 で有効率 は80%で あった。

基礎疾患 は術前2例(膀 胱腫瘍,水 腎 症),術 後8例

(膀胱腫瘍3例,前 立 腺肥大症,尿 道狭窄,尿 管膣風 腎

嚢腫,腎 結石)で,こ の うち,留 置 カテーテル例が7例

(1群:3例,5群:4例)み られ たが,著 効1例,有 効

5例,無 効1例 で有効率は85.7%で あった。

慢性複 雑性 下部尿路感染症(Table 2):10例(慢 性膀

胱 炎8例,前 立腺床 炎2例)中,著 効3例,有 効4例,

無効3例 で,有 効率は70%で あった。

基礎疾患は術前5例(前 立腺肥大症2例,神 経因性膀

胱2例,膀 胱腫瘍1例),術 後5例(前 立腺肥大症3例,

膀胱結石,尿 道痩各1例)で あった。

以上,全 体では20例 中,著 効5例,有 効10例,無 効5

例で有効率 は75%で あった(Table 3)。

UTI薬 効 評 価 基準 による疾患病態群別の有効率は単

独感染群 では14例 中11例 で78.6%,混 合感染群では6例

中4例 で67%で あった(Table 4)。

また,投 与量別の有 効率は,1日19投 与群9例 中,

著効2例,有 効3例,無 効4例 で55.6%,1日29投 与

群11例 中,著 効3例,有 効7例,無 効1例 で90.9%で あ

った(Table 5)。
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Table 1 Clinical summary of complicated pyelonephritis

Before treatment

After treatment

IV.細 菌 学 的 効 果

T-1982投 与前 に20例 か ら分 離 され た全26株 中,陰 性

化21株(81%),存 続5株 で あ っ た 。

菌種別 では,S.marcescensが10株 と最 も多 く,陰 性 化

8株(80%),存 続2株 で あ っ た。

っ い で,Enterobaoter sp.は3株 中,陰 性 化2株,存 続

1株 で,Pseudomonas aeruginosaは3株 中,2株 が存 続

し た。
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Table 2 Clinical summary of complicated lower UTI

ま た, Klebsiella pneumoniae, Streptococcus f aecalis,

Staphylococcus epidermidi~ の各2株, Proteus mirabilis,

Proteus vulgaris, E. coli, Flavobacterium の各1株 はい

ず れ も陰性 化 した。

な お,T-1982投 与後 に新 た に 出現 した菌 はS.faecalis,

Rmaltophiliaの 各1株 で あ っ た(Table 6)。

V.副 作 用

副 作用 で は1例(症 例6)にS-GPTの 上 昇,2例(症

例1,20)にS-GOT,S-GPTの 上昇が み られ,本 剤の

影響 と考 えられたが,症 例1,6は 投 与終 了後7日 目に

は正常値に復 し,症 例20は14日 目に投 与前値 までに回復

した。

また,RBC,WBC,Al-P,BUN,Creatmineに つい

て は本剤の影響 と思 われ る異常変 動 はみ られ なかった

(Table 7)。
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Table 3 Overall clinical efficacy of T-1982 in complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of T-1982 classified by type of infection

Table 5 Clinical efficacy of T-1982 classified by dosage

VI. 考 察

S.marcescensに 対 して比較的良好 な抗 菌力を有す るセ

フアマイシン系抗生物質 が登 場 し,泌 尿 器科領域の尿路

感染症に も繁用 され ているに もか かわ らず,複 雑性尿路

感染症から分 離 され る菌種 は依然 としてS.marcescens,

P. aeruginosa , indole positive Proteus, Enterobacter sp.

などが優位 を占め てい る。

本剤はE. coli, K. pneumoniae, indole positive Proteus,

Enterobacter sp ., Citrob acter, freundii, S. marcescens な ど

の グラム陰性 桿菌 には既存 のセファマイシン系抗生物質

のCMZ,CFXよ り数段す ぐれ た抗菌力を示す ことか ら,

泌尿 器科領 域の複 雑性尿路感染症 に,そ の有用性 が大い

に期 待 されていた。

総 合臨床 効果 は20例 中,著 効5例(25%),有 効10例

(50%),無 効5例(25%)で75%の 高い有効率が得 られ,

期 待 どお りの成績 であった。

投与量 別の有効率 は,1日19投 与群は55.6%,1日

2g投 与群 は90.9%で 両群間 に明 らか な差がみ られ,本
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Table 6 Bacteriological response

Table 7 Laboratory findings

B: Before treatment, A: After treatment

剤のdoseresponseを 示 唆す る成績 であった。

また,化 学療法剤の薬効に大 きな影響 を及ぼす留置 カ

テーテルを施 された症例について み る と,本 治 験20例

中,8例 が留置患者(1群:4例,5群:4例)で あっ

た が,著 効2例,有 効5例,無 効1例 で87.5%の 有効率

が 得 られ た 。 つ い で,留 置 患 者8例 か らの分 離 菌につい

て み る と,S. mamsmsが6株 と多 く,そ の うち5株 が

陰 性 化 して お り,そ の他 で もEnterobacter aerogenes, Fla-
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vobacterium, K.  pneumoniae, S. faecalis, S. epidermidis

の各1株 はすべ て陰性化 していた。 この結果は本剤のす

ぐれた抗菌力 と切れ味の良 さを示す もので あ り,ヵ テー

テル留置患者か らS.mrcescmsが 高頻度 に分離 され る

という事実か らかんがみて,S.marcescmsやEntmbacter

sp.な どにす ぐれ た抗菌 力を有 す る本剤は留置 カテー テ

ルを伴った複雑性尿路感 染症に対 して強力な武器 とな り

得ると考えられ る。

細菌学的効果 は20例 か ら本剤 使用前に11菌 種,26株 が

分離され,21株(81%)が 除菌 され,な かで もS.mar-

cescmsは10株 中,8株(80%)が 陰性 化 した ことは注 目

に値する。

また,投 与量別除菌 率 は19投 与 群 は11株 中,7株

(63.6%),2g投 与群 は15株 中,14株(93.3%)で あっ

たが,S.marcescmsで は19投 与群では4株 中,2株 が

陰性 化 し,2g投 与群で は5株 全 てが陰性化 してお り,

以上 の結果か ら考 えると,留 置 カテーテル症例 には1日

2gの 投 与が必要 であると思われた。

副作用について は,1例 にS-GPT,2例 にS-GOT,

S-GPTの 一過 性の上昇がみ られたが,い ずれ も1～2

週 間後には投与前値に回復 した。

以上,泌 尿 器科領域の複 雑性尿 路感染症にT-1982を

使用 し,本 剤 の有 効性,安 全性,有 用性 を確認 する こと

がで きた。
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EVALUATION OF T-1982  IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

NOBUO FUJIMURA, HIDEAKI YOKOZEKI, TOSHIHIRO TANAKA,

KENJI YUASA and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology, School of Medicine,

Tokushima University

1) Twenty patients suffering from complicated urinary tract infection (10 upper U.T.I. and 10
lower U.T.I.) were treated with T-1982.

2) T-1982 was administrated 1 g or 2 g daily twice a day by drip infusion for 5 days.
3) The results were excellent in 5 cases, moderate in 10 cases and poor in 5 cases. The effective-rate

was 75%.
4) Bacteriologically, 21 out of 26 strains disappeared, the rate of disappearance being 81%.
5) As side-effects, temporal elevation of s—GPT in 1 case and s—GOT, s—GPT in 2 cases were

observed in this study.


